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笹
沢
　
武
　
議
員

　
　
地
域
特
性
を
活
か
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
向
上
さ
せ

る
先
進
的
な
取
り
組
み
等
を
行

う
市
町
村
や
、
県
で
は
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
革
新
的
か
つ
モ
デ

ル
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
事

業
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
集

中
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

県
内
の
事
業
振
興
及
び
地
域
社

会
の
活
性
化
を
促
進
し

よ
う
と
す
る
取
組
み
を

勧
め
て
い
る
が
、
当
町

の
政
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
民
課
長
　
町
と
し
て

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
モ
デ
ル
事
業
等
、

国
・
県
の
事
業
に
つ
い

て
情
報
収
集
す
る
と
共

に
、
関
係
部
署
へ
の
情

報
提
供
を
行
い
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を

目
指
す
と
と
も
に
、
中

長
期
的
に
は
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
実
現
可
能
な
取
り
組

み
を
推
進
し
た
い
と
考
え
る
。

　
地
域
資
金
を
活
用
し
た
事
業

計
画
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
や
、
地
域
関
係
者
の

協
議
体
、
民
間
団
体
等
の
事
業

計
画
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
策
メ
ニ
ュ

ー
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は

持
っ
て
い
な
い
が
、
町
民
が
納

得
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
今
後

注
視
し
て
い
き
た
い
。

再生可能エネルギーの導入促進を
24年度事業として積極的に取り組む

問

市
村
　
千
恵
子
　
議
員

　
　
新
た
に
介
護
保
険
の
第
５

期
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
、
４

月
よ
り
実
施
さ
れ
る
中
、
保
険

料
の
改
定
が
あ
る
。
全
国
平
均

で
は
65
歳
以
上
の
保
険
料
は
５

千
円
に
も
な
る
と
の
試
算
が
で

て
い
る
が
、
当
町
の
保
険
料
は
。

　
ま
た
、
昨
年
６
月
の
介
護
保

険
法
の
改
正
で
大
き
く
変
わ
る

主
な
内
容
と
、
利
用
者
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
。
そ
れ
に
対
す
る
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

保
健
福
祉
課
長
　
介
護
保
険
事

業
の
現
状
と
今
後
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
動
向
、
高
齢
者
数

の
増
加
を
反
映
さ
せ
、
第
５
期
に

お
け
る
被
保
険
者
数
と
給
付
費

を
推
計
し
、
保
険
料
を
算
定
し

た
結
果
、
65
歳
以
上
の
基
準
月

額
保
険
料
を
4.5
％
引
き
上
げ
て

４
千
640
円
と
算
定
し
た
。
基
準

額
で
200
円
の
値
上
げ
と
な
る
。

　
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
予

防
事
業
・
適
正
化
事
業
の
成
果

が
実
り
、
必
要
最
小
限
の
値
上

げ
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
で

は
、
高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し

た
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
医
療
・

介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く

提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
実
現
の
た
め
の
改
正

と
な
る
。

　
町
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
実

現
に
向
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
導
入
、
サ
ロ
ン

の
拠
点
整
備
、
家
族
介
護
者
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
盛

り
込
み
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
を
取
り
実
施
し
て
い
く
。

第５期介護保険料は
200円値上げの月額4,640円

問

太陽光発電パネル

一
般
質
問

介護予防教室
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仁
科
　
英
一
　
議
員

　
　
一
昨
年
の
８
月
よ
り
、
し

な
の
鉄
道
活
性
化
を
目
的
と
し

た
１
日
あ
た
り
上
下
７
本
ず
つ

の
増
便
の
補
助
を
し
た
。

　
こ
の
実
証
運
行
の
結
果
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
町
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

１
、
実
証
運
行
の
結
果
と
そ
の

評
価
は
。

２
、
平
成
24
年
度
の
補
助
は
。

３
、
長
期
的
な
補
助
に
対
す
る

対
応
は
。

企
画
財
政
課
長
　

１
、
増
便
事
業
開
始
後
、
し
な

の
鉄
道
全
体
で
は
前
年
比
97
・

７
％
と
減
少
で
あ
っ
た
が
、
小

諸
・
軽
井
沢
間
で
は
、
前
年
比

99
・
６
％
と
僅
か
な
減
少
に
と

ど
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
御
代
田
駅
で
の
乗
降

客
数
は
、
前
年
比
８
千
800
人
増

で
２
％
の
増
で
あ
っ
た
。
御
代

田
駅
に
お
い
て
は
、
増
便
事
業

の
効
果
が
現
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
か
ら
、
利
用
者
減
少

に
歯
止
め
を
掛
け
る
効
果
が
あ

っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

も
増
便
運
行
の
複
数
年
で
の
実

施
を
望
む
声
が
多
く
あ
っ
た
。

２
、
国
庫
補
助
が
平
成
24
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
国
庫

補
助
分
を
３
市
町
で
負
担
す
る

こ
と
を
協
議
し
確
認
し
た
。

　
御
代
田
町
の
負
担
は
、

878
万
６
千
円
で
あ
り
、
新
年
度

予
算
に
上
程
し
た
。

３
、
こ
の
増
便
事
業
は
、
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る

特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な

る
の
で
、
町
の
負
担
を
少
な
く

し
、
最
大
の
効
果
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

しなの鉄道活性化の増便効果は
御代田駅では乗降客数２％増

問

茂
木
　
勲
　
議
員

　
　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
が
増
加
し
て
い
る
が
、

町
の
対
応
を
問
う
。

１
、
平
成
23
年
度
の
当
町
に
お

け
る
被
害
状
況
と
捕
獲
数
は
。

２
、
平
成
24
年
度
の
取
り
組
み

計
画
は
。

３
、
個
体
数
を
減
ら
す
具
体
的

な
対
策
は
。

産
業
経
済
課
長
　

１
、
日
本
鹿
・
猪
等
に
よ
る

食
害
、
踏
み
荒
ら
し
が
非
常

に
多
く
発
生
し
て
い
る
。
水

稲
被
害
2.4 

ha
、
被
害
額
は

41
万
１
千
円
。
野
菜
は
10
・
１

ha
、
２
千
435
万
９
千
円
ほ
ど
に

な
っ
た
。

　
２
月
現
在
で
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
状
況
は
、
日
本
鹿
74
頭
・
猪

38
頭
・
熊
10
頭
・
カ
ラ
ス
６

羽
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

２
、
豊
昇
区
の
宮
平
地
区
に
高

さ
２
ｍ
、
延
長
１
千
400
ｍ
の
金

属
柵
を
設
置
し
農
地
6.4 

ha
を

鳥
獣
被
害
か
ら
守
る
事
業
実
施

を
予
定
し
、
事
業
費
は
631
万
円

で
あ
る
。

　
個
人
の
有
害
鳥
獣
防
除
用
の

施
設
に
つ
い
て
は
単
独
事
業
と

し
て
実
施
し
、
事
業
費
の
２
分

の
１
補
助
で
、
上
限
10
万
円
で

対
応
し
て
い
く
。

　
23
年
度
今
現
在
に
お
い
て
、

こ
の
補
助
事
業
を
利
用
さ
れ
た

農
業
者
は
、
16
件
で
補
助
額

72
万
５
千
円
が
活
用
さ
れ
た
。

３
、
浅
間
山
の
千
ｍ
林
道
北
側

は
鳥
獣
保
護
区
で
あ
り
、
銃
に

よ
る
捕
獲
禁
止
区
域
だ
が
、
個

体
数
調
整
事
業
や
有
害
鳥
獣
の

駆
除
の
た
め
に
設
置
す
る
罠
捕

獲
は
可
能
で
あ
る
。

　
浅
間
山
麓
の
鳥
獣
保
護
区

は
、
環
境
省
の
許
可
を
受
け
て
、

罠
捕
獲
を
年
間
を
通
じ
て
実
施

し
て
い
る
。

野生鳥獣の被害対策は

柵・罠による対策を実施している

問

しなの鉄道

一
般
質
問

整備予定の豊昇区宮平地区


